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日本初 iPad/iPhone 用 完全オリジナル描き下ろし電子コミック雑誌 

『電撃コミック ジャパン』 
創刊のお知らせ 

 

株式会社アスキー・メディアワークス（本社：東京都新宿区 代表取締役社長：髙野 潔 以下アス

キー・メディアワークス）は、日本初iPad/iPhone/PC用の完全オリジナル描き下ろし電子コミック雑誌※1 

『電撃コミック ジャパン』 を、2010年12月に創刊いたします。創刊に先駆け、2010年秋に電子書籍サイ

ト「理想書店」（http://www.dotbook.jp/store/）にてパイロット版（プレ創刊号）を発行いたします。 

 

電子書籍は2009年度には500億円を超える市場に成長しており、2014年度には1,300億円にまで拡大

すると言われています※2。こうした電子書籍市場の拡大や各種電子書籍リーダーの登場、ユーザーから

のニーズ増加、「クールジャパン」と呼ばれる日本発コンテンツの世界的人気などを鑑み、完全オリジナ

ル描き下ろしの電子コミック雑誌『電撃コミック ジャパン』を創刊いたします。 

『電撃コミック ジャパン』は、2010年秋発行のパイロット版（プレ創刊号）と12月発行の創刊号は、無料

配信を予定しております。また、雑誌に掲載された作品については、電子版だけでなく書籍としてもコミッ

クス化し、書店でも販売いたします。 

 

 アスキー・メディアワークスでは、今後も電子書籍・電子コンテンツの制作・販売に積極的に

取り組み、電子書籍を含めた出版市場の拡大に貢献してまいります。 

 

■『電撃コミック ジャパン』 概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※1 ： iPad/iPhone用の完全オリジナル描き下ろし電子コミック雑誌の創刊は、2010年8月3日時点では日本初です 
※2 ： インプレスR&D発表の予測より 

 

 

 

誌名 ： 電撃コミック ジャパン 

読者ターゲット ： 20代前半～30代の男性 

内容 ： 24人の作家による完全オリジナル作品を掲載。全600ページを予定 

配信プラットフォーム ： iPad、iPhone、PC ※配信プラットフォームは順次拡大していく予定 

言語 ： 日本語  ※今後、英語版・中国語版も制作予定 

発売日 ： パイロット版（プレ創刊号） 2010年秋予定、 創刊号 2010年12月予定 

価格 ：  パイロット版（プレ創刊号）・創刊号 無料、 2号目以降 500円（税込）を予定 

発行・発売元 ： アスキー・メディアワークス 

発行ペース ： 月1回 

※『電撃コミック ジャパン』掲載作品は、電子版のみでなく書籍としてもコミックス化し、書店でも

販売いたします 

【報道関係からのお問い合わせ先】 

株式会社アスキー・メディアワークス  経営企画部 担当：髙橋 

   TEL：03-6866-7335  FAX：03-6866-7334  E-mail：plan-pr@ml.asciimw.jp 



 

 

 

＜ご参考＞ 

 

■『電撃コミック ジャパン』 パイロット版（プレ創刊号）の主な概要 

 

予定価格 ： 無料 

ページ数： 120ページ（予定） 

発行日 ： 2010年秋予定 

発行元 ： アスキー・メディアワークス 

配信元 ： ボイジャー「理想書店」 

配信プラットフォーム ： iPad、iPhone、PC 

言語 ： 日本語 

 

掲載予定作家： 

外薗昌也（代表作「犬神」講談社） 

押切蓮介（代表作「でろでろ」講談社） 

見ル野栄司（代表作「シブすぎ技術に男泣き！」中経出版） 

阿部洋一（代表作「バニラスパイダー」講談社） 

陳 淑芬（台湾人イラストレーター） 

小竹田貴弘（代表作「怪異いかさま博覧亭」一迅社） 
おがたちえ（代表作「しあわせ出産！」共著 秋田書店） 
岩村月子（新人） 

佐治晴斗（新人） 

黒背骨実角（新人） 

 

 

■『電撃コミック ジャパン』 編集長プロフィール 

 

勝見 正克 （かつみ まさかつ）  

昭和40年生まれ、静岡県出身。学習院大学卒。 

『少年エース』（角川書店）立ち上げに参画。その後、『月刊IKKI』（小学館）創刊から編集を担当し、 

『ぼくらの』（鬼頭莫宏著）TVアニメ化成功に寄与。一迅社では、『ComicREX』副編集長を務め、『かん 

なぎ』TVアニメ化に貢献した。アスキー・メディアワークスで『電撃コミック ジャパン』編集長に就任。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『電撃コミック ジャパン』 創刊にあたって 
 

今まで基本とされた「紙」を離れたことで、「マンガの可能性」が広がりました。 

新しい才能、新しい仕組み、新しい販売形態を武器に、グローバルに

「MANGA」を売っていきます。 

プレ創刊号となるパイロット版、そして、その後に発行される創刊号にご期待く

ださい。そこには、驚きと感動が待っています！ がんばります！ 

 

『電撃コミック ジャパン』 編集長 勝見 正克 


